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「どうやって直すのか分からないものを、壊し続ける

のはもうやめてください」   

        by セヴァン・スズキ＠リオ・サミット 

 

 私が社会人になって3年目のある時、この「伝説のス

ピーチ」と出会い、大きな衝撃を受けました。それまで、

私にとって環境問題というのは、どことなく他人事だったの

ですが、初めて「自分事」として認識したのです。 

 そして、その時から、持続可能な社会の実現に貢献で

きる事業を創りたい！と考えるようになりました。 

 それから、10年。ようやく辿り着いたのが、「ごみのリサイ

クルのプラットフォーム」というコンセプト。それが今の事業

に繋がっています。 

ー日々の仕事や生活の中で、ふと「これ環境に悪いな・

もったいないな」と思うその気持ちを、「適正処理・リサイ

クル」という形にするー 

それが私たちのミッションです。 

代表取締役：荒深 正博 

2000年小樽商科大学卒業後、野村総合研究所に入

社。システムエンジニアとして数々のIT開発に携わる。そ

の後、米系コンサルティング会社のアクセンチュア、トーマ

ツグループのデロイトトーマツコンサルティングに移籍し、産

廃業界含めた様々な企業に対する経営コンサルティング

に従事。2015年に当社を設立し、現在に至る。 

 

副代表：斉藤 倫久 

産廃業界で10年以上のキャリアを持つ。これまで担当し

た領域は、電子/紙マニフェストの運用や委託契約、許

可証の期限管理など廃棄物管理全般に渡る。2016

年に当社に入社し、現在に至る。 

リサイクルハブ 



廃棄物管理のプロが第三者的立場から、社内の

廃棄物管理業務の診断や委託処理業者の現地

確認を実施。これまで気づかなかった問題点を発

見し、適切な対応をアドバイス。廃棄物リスクを未

然に回避します。 

廃棄物の性状や処理ニーズに合わせた処理企業

のマッチング・相見積り取得から、回収・処理ルー

トの確立、処理委託契約の締結に至るまで、廃

棄物処理に関する面倒な手続きをワンストップで

サポートします。 

廃棄物管理のBPOサービスです。マニフェスト登録

から処理状況のモニタリングまで、マニフェストの運

用管理業務を丸ごと代行。さらに、データを集計・

分析して定期的にご報告しますので、安心してお

任せ頂けます。 

適正料金 

コスト削減 

業務負担軽減 

働き方改革 

コンプライアンス 

安心・安全 

リサイクル推進 

SDGs への貢献 

お客様への 

提供価値 

 Service Menu 
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取組み事例

事例１

機械メーカー M社（栃木県）

相談内容 製造工場から排出される使用済み鋳造型（パラフィンワッ
クス）の有価売却・再生利用

背景 従来からゼロエミッション実現のためリサイクル先を検討
していたが、受入先が見つからず断念していた。

対応経緯 まずお客様とパラフィンワックスの活用用途を幅広い視点
でブレスト。その中から有望と思われる業種を定め、リ
サーチをかけ20社超を選定。次に2次選定として個別にアプ
ローチし商談を実施。

成果 相談を受けてから約2ヶ月で、再生プラスチック商社を通じ
て中国のマスターバッチメーカーと取引成立。マスター
バッチ原料の一部として活用されることに。

廃棄物の状態

マスターバッチ原料として再利用
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取組み事例

事例２

鉄鋼メーカー T社（茨城県）

相談内容 金属処理工場から排出される磁選くず（酸化
鉄）の有価売却

背景 これまで自社内で処分しており、有価で再利
用してくれる取引先を一度検討はしたものの、
なかなか見つからず断念していた。

対応経緯 当社の情報網を元に有価買取の可能性のある
企業をリサーチ。1次選定で17社選定した後
に、2次選定で個別にアプローチし条件交渉
を実施。

成果 相談を受けてから約2ヶ月で、T社の希望条件
を満たし、かつ信頼できる優良業者と取引を
結ぶことができた。

事例３

化学薬品商社 S社（東京都）

相談内容 化学薬品の使用済み容器（プラスチック製の
ポリタンク・ドラム）の有価売却

背景 顧客に販売している化学薬品の使用済み容器
については、原則顧客側での処分としていた
が、回収の要望が多く対応策を模索していた。

対応経緯 当社の情報網を元に有価買取の可能性のある
企業をリサーチ。1次選定で8社選定した後に、
2次選定で個別にアプローチし条件交渉を実
施。

成果 相談を受けてから約1ヶ月で、S社の希望条件
を満たす買取企業と取引を結ぶことができた。
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取組み事例

事例４

自動車部材メーカー P社（茨城県）

相談内容 製造工場から排出される不良品、廃棄治具の
有価売却

背景 現在、産廃扱いとして多額の処理費を支払っ
ているが、コスト削減できないかということ
で弊社に相談。

対応経緯 お客様にヒアリングしたところ、ほとんどは
単一素材の廃プラスチックであることを確認。
当社が提携しているプラスチックリサイクル
業者にアプローチし商談実施。

成果 1ヶ月で商談をまとめ、有価化に転換成功。

事例５

相談内容 包装材（紙袋類）のリサイクル・有価売却化

背景 それまでは事業系一般ごみとして全て廃棄処
分していたが、業者からの値上げ要求をきっ
かけとして、見直しを行うことになり、弊社
に相談。

対応経緯 当社の情報網を元に、対象エリアの古紙リサ
イクル業者にアプローチし商談を実施。

成果 お客様側の都合もあり、商談をまとめるのに
約半年間かかったが、無事有価化に成功。

食品メーカー S社（東京都）



© 2022 Wild Deep, Inc5
本書に記載されている内容の無断使用、転載を禁じる

取組み事例

事例６

食品メーカー N社（茨城県）

相談内容 食品加工工場から出る動植物性残さ、廃油等
のリサイクル推進

背景 それまで委託していた処理業者から処理困難
通知を受け、対応に苦慮し、弊社に相談。

対応経緯 データベースを元に候補となるリサイクル企
業をリサーチ。候補業者を8社選定し、更に
個別に条件交渉＆審査を実施。

成果 相談を受けてから約2週間で液体飼料化の技
術を持つリサイクル企業と交渉成立。工場の
運営に支障をきたすことなくスムーズに委託
先を変更することができた。

事例７

相談内容 配下の飲食店から出る調理くず、食べ残しの
リサイクル推進

背景 それまでは事業系一般ごみとして全て廃棄処
分していたが、自治体から改善指導を受け、
弊社に相談。

対応経緯 将来的には完全食品リサイクルループを目指
すことを念頭に、パートナーとなりうる食品
リサイクル企業を5社選定。更に個別に条件
交渉＆審査を実施。

成果 堆肥化技術を持つ千葉県の食品リサイクル業
者と交渉成立。今後は、契約農家にリサイク
ル肥料を利用してもらうべく、農家のニーズ
を収集し、肥料の品質改善に役立てていくこ
とを計画している。

飲食チェーン B社（東京都）


